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第２回通学区域審議会資料  

「令和５年度児童・生徒数推計及び想定値について」  

 

【教室不足時の対応の種類】  

・３５人学級や３８人学級ではなく、４０人学級で対応する。（小山小で

実施済み）  

・特別教室を教室として転用する。  

例）ＰＣ室を利用する。（全児童生徒にタブレット配付のため）  

・特別支援学級を分割して使用する。  

・学童と教室を共有する。  

 

◎それでもなお、教室不足が見込まれる場合には  

・校舎の改修及び増設をする。  

・学校を新設する。  

 

（１）八木南小学校について  

・使用可能教室は２５教室である。  

※前提として、使用可能教室数には，学童教室や他団体で使用している

教室も含まれております。  

・令和８年度７５４人（２９学級）、令和９年度９３０人（３４学級）と

なる。  

・昨年度の推計値より下回っているため、次年度以降の推移を探り、校

舎増設の時期を検討する。  

 

（２）鰭ケ崎小学校について  

・使用可能教室は２８教室である。  

・令和７年度７３１人（２８学級）、令和８年度７６４人（３０学級）と

なる。  

・今後教室不足が見込まれている。  

・特別支援学級の教室を分割しながら対応し、状況に応じて校舎増設も

検討する。  
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（３）令和６年度における小山小学校の教室不足への対応について  

・使用可能教室は５２教室である。  

・令和６年度、５学級分を生み出す必要がある。  

①  ４年生を４０人学級とする。（学年については変更の可能性有り）  

※なお、４０人学級で対応している学年には、１学級あたり１名の

市独自の担任サポート教員・指導員を配置して対応する。  

②  特別支援学級を分けて使用する。  

③  １階プレイルームを特別支援学級教室として活用する。  

④  学童と教室を共有する。  

〈今後予定されている対応策〉  

・令和６年度中に多目的スペース及びプレイルームの改修をする。  

・令和６年度中にＰＴＡ会議室を普通教室へ改修をする。  

 

（４）おおぐろの森小学校について  

・使用可能教室は３２教室である。  

・令和７年度１，０４２人（３７学級）、令和８年度１，２２９人（４３

学級）、令和９年度１，３３８人（４６学級）となる。  

・令和９年度に向けて校舎増設を見込んでいる。  

・それまでの期間については、特別教室の普通教室への転用、特別支援

学級の教室の分割や学童との共有をする。  

 

（５）常盤松中学校について  

・使用可能教室数は１７教室である。  

・令和７年度５３６人（２０学級）、令和８年度５７７人（２１学級）と

なる。  

・令和８年度に向けて校舎増設を見込んでいる。  
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（６）おおたかの森中学校について  

・使用可能教室は２３教室である。  

・令和１０年度７８０人（２５学級）、令和１１年度８３８人（２６学級）

となる。  

・おおたかの森小学校の児童数の減少が見込まれているため、引き続き

生徒数の推移を注視し、小学校の空き教室を活用していくこととする。 

 

（７）おおぐろの森中学校について  

・使用可能教室は３０教室である。  

・令和１０年度９６４人（３２学級）、令和１１年度１，０５３人（３５

学級）となる。  

・生徒数の推移を注視し、必要に応じて校舎増設の時期を検討 する。  

 

（８）特別支援学級について  

〈算出方法について〉  

・特別支援学級の児童生徒数については、不確定な部分が多く、現在は

学校全体児童生徒数に対する特別支援学級の児童生徒数の割合で算出

しております。しかしながら、御指摘のとおり、特別支援学級の児童

生徒数も増加傾向にありますので、算出方法については見直しを検討

しております。  

 

（９）北部地区小学校の空き普通教室について。  

・現在、新川小学校では流山市指導課教育研究企画室のフレンドステー

ションとして活用され、新川小学校では流山市博物館の文化財課発掘

作業ルームとして活用されております。  

・今後も空き教室の活用については、教育委員会及び学校で検討してま

いります。  
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（１０）南流山第二小学校、市野谷小学校、南流山中学校（移転後）の

使用可能な普通教室の数について。  

【整備済教室数】 2023.9 月時点   

学校名  整備済普通学級数  整備済特別支援学級数  

南流山第二小学校  ２７教室  ２教室  

市野谷小学校  ２０教室  ３教室  

南流山中学校（移転後） ２９教室  ５教室  

 

【 R10 想定  児童生徒数・学級数】  

学校名  R10 想定  児童生徒数  R10 想定  学級数  

南流山第二小学校  ９０９人  ３２学級  

市野谷小学校    ５９６人  ２３学級  

南流山中学校（移転後） １，０２８人  ３３学級  

・現在、令和１０年度に向けて、備品や教室数の整備をしているところ

である。  

・想定値で不足が見込まれる南流山第二小学校の教室数については、推

計値を参照しながら必要に応じて整備を行っていく。  

 

 


